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章序

（1）M．Lewin，Russian　Peasants　and　Soviet

Power二A　Study　of　Col　lectivization．　Tr．

f　rom　Fre　nch　e　d．　LOndOn，！968．（荒田洋訳『ロシア農

民とソヴェト権カー一集団化の研究　！928一一1930』、未来社、1972年〉

（2〉Lewin，The　Gorbacnev　Phenomenon．A　His

torical　Interpretation．　Berkeley　and
Lo　s　Ange　l　e　s，1988．（荒田洋訳『歴史としてのゴルバチョフ』、平

凡社、1988年）

（3〉もっとも、彼の言う「社会システム」論の一部は、次にあげる彼の論文集におい

て具体的に予見もされ、スケッチされていた．L　e　w　i　n，Th　e　M　a　k　i　n　g

of　the　Soviet　Sys’しem．　Essays　in　一しhe

Social　History　of　Interwar　Russia．　New

York，1985．

（4）M．Seton－Watson，Scenes　from　Soviet

Life：Soviet　Life　through　official　Lite＿。

ratu　re．　London，！986．（奥田央・塩川伸明ほか訳『文学作品に

みるソヴェト人の息吹』、朝日新聞社、1988年〉

（5）A．Sinyavsky，Soviet　Civi　l　ization＝

ACultura1History．NewYork，1988。問題とな
った彼の『社会主義主義リアリズムとは何か』のほか、代表的評論は邦訳されている
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　（『シニャフスキー・エッセイ集』内村剛介・青山太郎訳、勤草書房、1970年〉．

（6）例えば、雑誌『ソビエト民族学』における論争として、同誌1984年第3号の

　「最古のスラヴ精神文化の再構成に関する理論的諸問題」をテーマとした質疑応答を

　参照。

（7）M．H　e　l　l　e　r，原文はロシア語（ロンドン、1985年）。仏訳であるL　a

　m　a　c　h　i　n　e　e　t　I　e　s　r　o　u　a　g　e　s．からの邦訳は、『ホモ・ソビエテ

　ィタス［機械と歯車］』（辻由美訳、白水社、1988年〉。社会主義国家の儀礼へ

　の注目は、青木保『儀礼の象徴性』（岩波書店、1984年）のr儀礼と国家」を参

　照。

　（8）F・チューチェフ『全詩集』（レニングラード、1957年）。

　（9）例えば、ロシア・ナショナリズムに関する記述をこのチューチェフの一節から始

　めている次のモノグラフを参照のこと．　S．K．C　a　r　t　e　r，R　u　s　s　i　a　n

　National　ism．Yesterday，Today，Tomorrow．

　London，1990、P．27．

（！0）N・ゴーゴリ『7巻選集』第5巻（モスタワ、1978年〉、210－211、

　236ページ．邦訳は『世界文学全集、32』（集英社、1980年）．

（11）F・ドストエーフスキイr30巻全集』第18巻（レニングラード，1978年）

　41ページ。

（12〉1・ツルゲーネフ『13巻全集』第10巻（モスクワ、1982年）．邦訳は

　　『散文詩』（第一書房、1943年〉。

（13）ただし、こうしたアイデンティティヘの過剰な執着から「解放」されている次の

　言葉を参照．「なんといってもロシヤ人における主たるものは喪うべき何ものもない

　ということだ。ここからロシア・インテリゲンチャの無私（ただし本棚は別だ〉の精

　神が出てくる。それから、民衆の直情が出てくる」（シニャフスキイ「思わぬ閃き」、

　邦訳は、上の注（5）であげた文献の34ページ〉．アメリカとともにロシア・ソビ
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　エトが自己のアイデンティティに対して過剰なまでに敏感であることの指摘は、中井

　久夫『分裂病と人類』〈東大出版会、1982年〉の「第3章　西欧精神医学背景史」

　の「19．ロシアという現象」にある。

（14）鳥山成人『ロシアとヨーロ・ソパ』（白日書院、1949年）、4ページ．実は、

　この言葉そのものはEロシア史』の著者K・シュテーリンによるもの．この鳥山のモ

　ノグラフがダニレーフスキイのきわめて不十分でラフなスケッチであるにもかかわら

　ず、「上部構造の歴史を書くことの困難」さを指摘し、素朴な唯物史観の歴史叙述の

　批判となっていることに注目。

（15）そうした「文体」は、例えば次の文章にもはっきりと見られる．D・リハチョー

　フr現代世界におけるロシア文化」『ノーヴィ・ミール』！99／年第1号．ただし、

　ようやくN・ベルジャーエフ『ロシア的イデー』（1946年）のロシア「文化論」

　が視野にはいってきたことは注目すべきである。しかし、ベルジャーエフに関する評

　価も、ロシア文化の「両極性」の指摘にとどまっており、ベルジャーエフも含めてロ

　シア文化を二項対立モデルでとらえること自体を間題化すべきである．そのことによ

　って、ロシアは両極性・極端さ、あるいは「文化の中間領域の欠如」（N・ロースキ

　イ『ロシア民族の特徴』フランタフルト／マイン、1957年、第9章）を民族性と

　するといった、実感的な国民性論・文化論から抜け出て、本格的なロシア文化論が可

　能になるはずである．これについては、ソビエト文化記号論の問題と係わらせて、終

　章でふれた．また、現代のロシア人によるロシア文化論をめぐる論争が、その論争の

　参加者自身が「好きか、嫌いか」の枠組みにとらわれる形で進行していくことに注目．

　最近の論争については、安井亮平「親露と排露一一シャファレーヴィチを中心に」

　　rスラブ研究センター研究報告シリーズ　N　o．32』（1991年〉、同「親露と

　反露」『交錯する言語』（名著普及会、1992年〉．

（16）Michael　Cherniavsky，Tsar　and　People．

　　Studie．s　in　Russian　Myths。New　Haven　and
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　London，1961．
（17〉A・ソルジェニーツィン『6巻作品集』第4巻、「第61章　『民衆の中へ』」

　フランクフルト／マイン、1970年．邦訳は『世界文学全集、43』（集英社、1

　972年）．

（18）ドストエーフスキイ『作家の日記』（1876年）のr民衆に対する愛について

　民衆との必要不可欠な接触」にも、ナロード「信仰」ははっきりと描かれている。ソ

　ビエト文学におけるこの問題の「公式的」アプローチは、M・ルカヴィーツィン『ナ

　ロードのもの』（モスタワ、1990年）．ただし、こうしたいわば「新旧ナロード

　ニキを振り切ってしまった1シニャフスキイのような例もある．注（5）の邦訳文献

　の内村剛介の解説を参照．

第1章

（1〉ブスラーエフの口承文学にたいする関心については、A・バラーンディン『ロ

シア民俗学における神話学派』（モスクワ、1988年〉、また、S・スミルノーフ

　『フヨードル・イヴァノヴィチ・ブスラーエフ』（モスタワ、1978年）を参照．

（2〉こうした民俗学の時代区分については、M・アザドーフスキイrロシア民俗学史£

　（モスクワ、1953年）、25ページ．

（3〉『地理学協会の125年』（レニ．ングラード、1970年）、同じく125周年

記念のシンポジウム報告集は『ロシア民族学・民俗学・人類学概史』第7冊、レニン

グラード、1977年．また、『ロシア地理学協会仮規約』（サンクト・ペテルブル

グ、1845年〉には、全65条の規約と創設時の会員メンバーのリストが掲載され

ている。

（4）ナデージディンらの理論と仕事については、N・ステパーノフ「ロシア地理学協
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　会と民族学．1845－61年」『ソビエト民族学』1946年第4号．

（5）『ロシア・フォークロア記念碑』シリーズで近年刊行されているキレーエフスキ

　イ『ロシア民謡集』の構成は、収集者・収集地別によっている．例えば、ヤズィコフ

　兄弟がシムビールスタ、オレンブールグ県で収集したもの（第1巻、1977年）、

　P・ヤクーシキンの採集したもの（第1巻、1983年、第2巻、1986年〉。

（6）A・プィピン『ロシア民族学史』第1一一4巻（ペテルブルグ、1890－92年〉

　（7）同上、第！巻、序文。

　（8）J　a・バルスコーフ『A・N・プィピン著作一覧書（ペテルブルグ、1903年〉

　（9）プィピンについては研究がきわめて限られている．主要なものとしては、L・ク

　ルプチャーノフ『ロシア文芸学における文化史学派』（モスタワ、1983年）。日

　本語による紹介として、井口靖1 アレタサンドル・プィピンと民族文化」一一論文集

　　『ロシア　聖とカオス』（彩流社、！995年〉．最近のものとしては、T・ソロヴ

　ェイ「A・N・プィピンとロシア史学史における位置」『民族学評論』1994年第

　4号。

（10）アザドーフスキイ、前掲書、21ページ。

（l　l〉A・ソボレーフスキイ［書評。A・プィピンll’ロシア民族学史』」『文部省雑誌』

　1892年2月号．

（12）P．Burke，Popula，r　Culture　in　Early　Mo－
　d　e　r　n　E　u　r　o　p　e，L　o　n　d　o　n，1978。（中村賢二郎・谷泰訳『ヨーロッ

　パの民衆文化丑　人文書院、1988年）

（13）D・リハチョーフrロシア的なるものに関する覚書き（改訂第2版）』（モスク

　ワ、1984年〉、9ページ。（長縄光男訳『文化のエコロジー』群像社、1988年）

（14）V・コーレソフ『中世ロシアのスローボにおける人間の世界』（レニングラード、

　　1986年）

（15〉D・フォンヴィージンr第3身分考」
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（16）B・クラスノバーエフ『！8世紀ロシア文化史概説』（モスタワ、1987年）．

（17〉J　a・ブルークrロシア・ジャンルの源泉にて．18世紀』（モスタワ、！99

　0年）。

（18）M・クルマチョーヴァ『ロシアの農奴インテリゲンツィヤ．18世紀後半一19

　世紀初頭』（モスクワ、1983年）。M・シトランゲ『18世紀ロシアの民主的イ

　ンテリゲンツィヤ』（モスクワ、1965年）．

（19）田中克彦「ソ連における民族理論の展開」（／975年〉一一『言語からみた民

　族と国家』（岩波書店、199！年）。

（20）アザドーフスキイによるナロードノスチという言葉の詳細な追及の過程について

　は、彼の公刊・未完のデカブリスト研究を集大成した『デカブリズム史の数ぺ一ジ』

　全2巻（イルターツク、199！年）の第1冊の414－415ページにある注に記

　されていて、大いに役立った。また、19世紀前半におけるナロードノスチという

　　「抽象名詞」の定着と意味変容については、V・ヴェセリーツキイ『19世紀30年

　代のロシア文章語における抽象語彙の発達』（モスタワ、1964年〉、60－61

　ページ．

（21〉P・ヴャーゼムスキイ「出版者と古典作家の会話」『著作集』第2巻（モスタワ、

　　1982年）．

（22〉N・モルドーフチェンコ『！9世紀第1、四半世紀のロシア批評』〈モスタワ・ペ

　テルブルグ、1959年）。さらに、M・ギレリソーン『P・A・ヴャーゼムスキイ．

　生涯と創作』（レニングラード、／969年〉。

（23〉A・プーシキン「文学におけるナロードノスチについて」（1825－26年〉

　　『全集』第！l巻（モスタワ・レニングラード、1949年）．

（24〉松田道雄「ロシアにおける文化と革命」『講座哲学13、文化』（岩波書店、1

　　968年）。
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第2章

（1〉例えば、M・スローニム『ロシア文学史』（池田健太郎訳、新潮社、1976年〉

．ロシア文学と社会思想に係わりをめぐるラジーシチェフの「伝説」を論述したのは、

P・サクーリン『ロシア文学と社会主義』（モスクワ、1922年〉の第1章「ロシ

ア社会主義前夜」の箇所が最初であろう。ほぼ同時期に、V・セメーンニコフ『ラジ

ーシチェフ。概観と研究』径スタワ、1923年〉のような本格的モノグラフが登場

したことは、時代的限界を別として「学史」の上から重要である．

（2）『息子たちによって書かれたA・ラジーシチェフの伝記』（モスタワ、1958

年）、63，65ページ。

（3〉A・フo一シキン『全集』第11巻（モスクワ・レニングラード、1949年〉．

プーシキンとラジーシチェフの関係をめぐっては数多くの研究があるが、とりあえず

は、浅岡宣彦「ラジーシチェフとプーシキン」rえうゐ』13号（1984年）．

（4）V・レーニン「大ロシア人の民族的誇りについて」『全集』第26巻（モスクワ）

（5）P・ヴァイル、A・ゲニスr国語』（モスクワ、1991年）、23ページ．

（6）N・ベルジャーエフ『ロシア的イデー』（パリ、1946年）一一『ロシア国外

の思想家たち』（サンクト・ペテルブルグ、1992年〉、59－60ぺ一ジ．（田

　口貞夫訳『ロシア思想史』ぺりかん社、1974年）

（7）B・タラスノバーエフ『！7世紀後半一19世紀初頭のロシア文化』（モスタワ、

　1983年〉．A・コプィローフ1 文化史プロセスの研究における文化の本質と歴史

学の役割j論文集『ロシア文化の歴史学・歴史的諸問題』（モスタワ、1983年）、

　同「80年代初頭のソ連史学における18世紀ロシア文化の基本的側面と研究方向」

　論文集r国内外におけるロシア文化史の諸閥題』（モスクワ、1986年〉．

（8）T．G．Stavrou、P．R．Weisense　l，Russian
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　　Travelers　tO　the　Christian　East　from

　the　Twe　l　fth　to　the　Twent　i　eth　Century．

　Ohio，1986．

　（9）0・アレクサンドローフスカヤ『18世紀ロシアにおける地理学の成立』（モス

　クワ、1989年〉。

（！0）パラスに関しては、いまだその全体像を正面から扱ったモノグラフがない．とり

　あえずは、1・オクロクヴェルツホヴァ『パラスのロシア旅行』（サラートフ、19

　62年）、V・ムラヴィヨーフ『ロシア辺境の道にて』（モスクワ、1977年）。

（11）ロシア国内移動の法的・制度的問題に関しては、佐藤芳行「帝政ロシアにおける

　国内旅券制度に関する一考察（1719－1917）」『経済学研究』（東大）第2

　2号，（・979旬、新美治一rツァー・・シアのパスポート制度」r商学論集』（福

　島大）5H（・982㊥・

（12）チェーリシチェフに関しては、K・チストーフ「北ロシアの旅行家P・1・チェ

　ーリシチェフ」『境界にて』1952年第9号、V・ピーメノフ、E・エプシュテー

　インrカレリアのロシア人研究者（！8世紀）』（ペトロザヴォーツタ、1958年）

　第8章。

（13）！8世紀半ば以降に発展したロシア・ウサージバ文化については、M・アニクス

　　ト、V・トゥルチン編の『モスクワの郊外にて…　　』（モスクワ、1979年）と

　いった豪華写真集・資料集のほか、B・ノヴィコフ『オスターフィエヴォ』（モスタ

　ワ、！991年〉、1N・タヴャトコーフスカヤ編『オスターフィエヴォ』（モスクワ、

　　1990年）。

（14）P・ペカールスキイ「18世紀ロシアのメモアール」『同時代人』1855年第

　　4号。

（15〉S・ミンツ「メモアール的性格を持つ資料から見た1770年代一1830年代

　　ロシア貴族の社会心理」（博士号取得論文要旨、1981年）、A・タルタコーフス
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　キイ『18－19世紀前半ロシア・メモアール学』（モスタワ、1991年）．

（16）ボロトフの伝記は、A・べ一ルドィシェフr　A・T・ボロトフー一学問と文化の

　傑出した活動家』（モスクワ、1988年）．また、ボロトフの文学史的位置付けと

　メモアールの意義を、簡潔ながらも適確にまとめたものとして、」。1。R　i　c　e，

　The　Memoirs　of　A．T．Bolotov　and　Russian

　Literary　History．　　　In　A．G、Cross（ed．）

　Russian　Literature　in　the　Age　of　Cathe－

　r　i　ne　the　Gre　at．Oxf　ord．1976．ちなみにボロトフの『回

　想記』として、現在まで刊行されているものはM・セメーフスキイ版（1871－7

　3年）、「若き新衛隊」出版社版（1930年〉、「アカデミア」出版社版（193

　　1年）、近年はトゥーラ版（1988年〉のほか、ドイツ語訳（2巻本、ミュンヘン、

　　1990年〉も刊行された．しかし、いずれも省略版である．

（17〉E・イヴァーシナ「1830年代までのロシア文学における「旋行記」ジャンル

　の特質について」『モスクワ大学紀要　文献学シリーズ』1979年第3号．

（18〉キリーロフについての紹介は、さしあたって、三上正利「キリーロフの生涯とそ

　の著『全ロシア国の繁栄状態』」『窓』30（1979年）。

（19）『モスクワの郷土史家たち　1』（モスクワ、1991年）、16ページ．

（20）1・マーリツェヴァ「ロシア・アカデミー辞典におけるローカリズム」一一論文

　集『18世紀の辞書と辞書事業』（レニングラード、1980年〉。

（21）r　N・1・ノヴィコーフの風刺雑誌』（モスクワ・レニ・ングラード、1951年〉

　　66ページ。さらに、H．Ro　g　g　e　r，N　a　t　i　o　n　a隻　C　Q　n　s　c　l　o　u　s－

　　ness　in　Eighteen しh－Century　Russia．Lon－

　　d　o　n，1960．を参照．

（22）V・シポーフスキイ『18世紀ロシア小説概観』第1巻、第2部、ペテルブルグ、

　　1909－10年、512ページ。
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（23）P・ボガトィリョーフ『モラビア・スロバキヤの民族衣裳の機能』（1937年、

　スロバキヤ語）一一『民衆芸術理論の諸間題』（モスタワ、1971年）（松枝到・

　中沢新一訳r衣裳のフォークロア』せりか書房、1981年〉．

（24〉イヴァーシナ、前掲論文。

（25）同上、ならびにT・ロボーリ「〈旅＞の文学」一一論文集『ロシア散文』レニン

　グラード、1926年。マーリツェヴァ「文章語と芸術文学の言葉の源泉としての1

　8世紀旅行記」一一r18世紀ロシア作家の言葉』（レニングラード、1981年）．

（26〉最近の議論は、G・リホートキン「『・1・への旅の断片』の著者について」

　　『ロシア文学』1988年第1号．

（27）A・ラジーシチェフ『全集8全3巻（モスタワ・ペテルブルグ、1938－52

　年〉、第3巻、1952年。r我が領地の記述」については、山本俊朗r18世紀末

　ロシヤ農村」『社会経済史学』19巻4、5号（1953年）に紹介がある。

（28）ラジーシチェフと「雄弁」の伝統については、N・コチェトコーヴァ「デカブリ

　ストの雄弁散文と18世紀ロシア文学の伝統」一一論文集『デカブリストの文学遺産』

　　（レニングラード、1975年〉。同下ラジーシチェフと18世紀の理論における雄

　弁の問題」一一『18世紀』第！2巻（レニングラード、1977年〉、さらには、

　同著者による「18世紀末のロシア文学におけるく告白〉」一一論文集『ロマンチズ

　ムヘの道』（レニングラード、1984年）も参照。

（29）J　u・トィニャーノフ「文学的事実について」『レフ』1924年第2号（水野

　忠夫訳「文学的事象」一一『ロシア・フォルマリズム文学論集』2、せりか書房、1

　　982年）．『旅』におけるジャンルと文体の問題に関するすぐれた研究として、A

　　スカフトィモフ「A・N・ラジーシチェフ『旅』のスタイルについて」（1929

　年）一一『ロシア文学論集』〈サラートフ、1958年）は今なお意義を持つ。

（30）フォークロリズムという夕一ムについては、とりあえず、『東スラヴ・フォーク

　　ロア．学間的ならびに民衆的ターミノロジー辞典』（ミンスタ、1993年）のフォ
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　一クロリズムの項（V・グーセフ執筆〉を参照．

（31）M・アザドーフスキイ「『旅』におけるフォータロア的テーマ」（1948年）

　一一彼の論文集『文学、フォータロア論集』（モスタワ・レニングラード、1960

　年〉に収録．この問題に関する、より最近の仕事であるマコゴーネンコ「ラジーシチ

　ェフj　rロシア文学とフォータロア（11－18世紀）』（レニングラード、197

　0年）も基本的論点はこのアザドーフスキイの仕事に負っている．

（32）T・リヴァーノヴァ『18世紀ロシア音楽文化』第1巻（モスタワ、1952年）

　によれば、『旅』には、婚礼・葬式の泣き歌、春の遊戯とホロヴォード、夜の集い、

　巡礼歌、土地の伝説・言い伝えなど、ほぼすべてのフォークロア・ジヤンルの作品が

　見出だされるという。

（33）「記述者」としてのラジーシチェフについては、白倉克文「イリムスクヘの旅」

　　『一橋論叢』76巻3号（1971年）．また、ルボータや人形劇にたいするラジー

　シチェフの関心も、民族文化の記述の問題にとって重要である．S・エレオーンスキ

　イ『文学と民衆創造』（モスクワ、1956年）、72－75ページ．

〈34）『旅』のテキストは、1992年に「文学記念碑」シリーズの1巻として刊行さ

　れたものによった（V・ザパードフ校訂）．なお、渋谷一郎訳（1958年〉、金子

　幸彦訳（1954年、ただし抄訳〉を適宜参照した．

（35）リボフ＝プラーチ『ロシア民謡集』（ペテルブルグ、1806年）、第1部、1

　　6番。なお、この歌はV・プロップ編『ロシア叙情歌謡集』（レニングラード、19

　　61年）では「ホロヴォードの遊戯・踊りによる愛に関する歌1に分類されている．

（36）（34）にあげたテキストに収められている．

（37）この「多感」さが、そのままセンチメンタリズムと通ずるかどうか、については

　検討の余地がある。『旅』のテキストにおける「感じやすさ」については、そのロシ

　　ア語の問題も含めて、津久井定雄「18、19世紀ロシア文学における「旅」のイメ

　ージについての研究」（！990年）で論じられている．この問題は、ロシア語の当
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時の使用の点検信吾義変化の間題から始まって、この時代の自然観も含めて「感性」

全体の再考察なしには解決しえない。なお、センチメンタリズムに関しては、例えば

P・オルローフ『ロシア・センチメンタリズム』（モスタワ、1977年、145－

162ページ）ではラジーシチェフの『旅』は「デモタラテックなセンチメンタリズ

ム」の作品とされている．

（38）L・タラコーヴァ、V・ザパードフ『ラジーシチェフ『旅』。コメンタリイ』

　　（レニングラード、1974年）、234ページ。N・ピクサーノフ「ラジーシチェ

フの〈かわいそうなアニュータ〉とカラムジンの〈かわいそうなリーザ〉」、『18

世紀』第3巻（モスタワ、1958年〉。

（39）ロートマン「『旅』のコメンタリーより」、『18世紀』第12巻（レ、ニングラ

一ド、1977年〉、38ページ。

（40）G・マコゴーネンコ『フォンヴィージンからフo一シキンヘ』（モスクワ、196

9年）。M・チュルコーフ『ロシアのさまざまな歌』（ペテルブルグ、1770－7

3年、1913年）。

（41）リヴァーノヴァ、前掲書。

（42〉」．Andrew，Radical　sentimental　ism　or

Sentimental　Radicalism？　A　Feminist　App

roach　to　Eighteenth－Century　Russian

　Literature．一一DiscontinuousDiscourses
　　in　Modern　Russian　Literature．　Ed．by　C．
　Kelly，M．Makin，D．Shepherd．New　York，1989．
（43）リヴァーノヴァの前掲書．タラコーヴァ、ザパードフの前掲書、『ロシア文学と
　フォークロア（11－18世紀〉』（レニングラード、1970年〉の「ラジーシチ
　ェフ」の項（執筆者マコゴーネンコ）など。
（44）クラコーヴァ、ザパードフ、前掲書、41へ一ジ．『旅』第2巻〈モスクワ・レ
　ニングラード、1935年）1『旅』研究のための資料 1のJa・バルコーフによる
　コメンタリー、355－356ページ。
（45）T・ベルンシュターム『伝統的民衆文化の認識と研究における新たな展望』（キ
　エフ、1992年）、35ページ。
（46）マコゴーネンコ、前掲書、413ページ．
（47）リヴァーノヴァ、前掲書、127－128ページ．
（48）クラコーヴァ、ザパードフ、前掲書、42へ一ジ。ラジーシチェフも含めて18
　世紀における「行動のポエチカ」としての自殺にっいては、ロートマン「18世紀ロ
　シア文化における日常行動のポエチカ」（1、977年）。
（49〉アザドーフスキイ、前掲論文．
（50〉タラコーヴァ、ザパードフの前掲書．ラジーシチェフの交友関係については、A
　　スタールツェフ「ライプチッヒのロシア人学生たち」「ラジーシチェフの友」一一
　r『ラジーシチェフ．試練の歳月』（モスタワ、1990年）に収録．

（撃1）P・チェーリシチェフ『1791年北ロシア旅行記』（ペテルブルグ、1886
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年）。

（52〉ラジーシチェフ『全集』全3巻（モスクワ・レニングラード、1938－52年）

第1巻（1938年〉に収録。

（53）M・アロンソン、S・レイセル『文学サータルとサロン』（レニングラード、1

929年）、N・ブローツキイ編『文学サロンとサータル渥（モスタワ・レニングラ

一ド、1929年）．ともに、当時のロシア・フォルマリズムの「ロシア文学の成立

　史」と「文学の社会学」研究の成果と考えてよい．
（54）N・モルドーフチェンコ『ベリーンスキイと彼の時代のロシア文学』（モスタワ
　　・レニングラード、1950年）、第5章を参照。
（55）プーシキン『全集』第11巻（モスタワ・レニングラード、1949年）、25
　6ページ。
（56）『A・マイエルベルグのアルバム』（ペテルブルグ、1903年）。
（57）プーシキンのラジーシチェフ評価をいかに考えるか、については、さしあたって
　は、津久井定夫の前掲の報告書、90－114ページを参照．
（58〉18世紀末から1830年代の「プーシキンの時代」にかけて、ロシア「社会」、
　あるいは「制度」としてのロシア「文学」が成立していった、という構想は、ロート
　マンのロシア文化史の基本的テーゼであり、具体的には例えば、W．M．T　o　d　d皿，

　Fiction　ancl　Society　in　’しhe　Age　of　Push－
　k　i　n．Ha　r　v　a　r　d，1986．で展開されている。

13



第3章

（1）S・コリンズ『ロシアの現状』（ロシア語訳、1846年）．また、N・ノヴィ

コフ編r初期に記述、刊行されたロシア昔話（16－18世紀）』（レニングラード、

1971年〉の注を参照．

（2）R．Jakobson，On　Russian　Fairy　Tales（19

46）．一一Selected　Writil／gs，4，Hague・Paris，

　1966．（中村喜和訳「ロシアの昔話について」『アファナーシエフ　ロシア民話

集（上）』岩波文庫、1987年、に収録）

（3）M・アザドーフスキイ「レールモントフのフォークロリズム」一一『文学・フォ

ータロア論集』（モスクワ・レニングラード、1960年〉．

（4）N・タールホヴァ編『プーシキン時代の文学的昔話』（モスタワ、1988年）

を参照して作製．もっとも、作家が書いた昔話としての「文学的昔話」というカテゴ

リーは以前から存在していた．近年のこの分野でのアンソロジーとしては、N・リス

チコヴァ編『ロシアの文学的昔話』（モスタワ、1989年）．しかし、タールホヴ

ァの編になるアンソロジーは、本稿で間題とする1830年代に焦点をあてている点

で注目すべきである．彼女の長文の序文はそのことをはっきりと示している．さらに

　19世紀前半の文学と昔話との関連を論じたものとしては、古くはN・トルビーツィ

ンのモノグラフ『19世紀30年代までの文学的・社会的慣習における民衆詩につい

て』（ペテルブルグ、1912年）、1・ルパーノヴァ『19世紀前半の作家の創作

におけるロシア昔話』（ペトロザヴォツタ、1959年）を参照．

（5）『18世紀モスタワ事務文書集』（モスクワ、1981年）、L・ヴラジーミロ

ヴァr17世紀事務文書におけるスカースカ」一一rロシア語』1982年第4号．

（6）「キリル・トゥーロフスキイの『説教』j　r中世ロシア文学作品集成．12世紀』

　（モスタワ、1980年）。
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　（7）『歴史法令集』第4巻、125ページ．興味深いのは、先にふれた12世紀のキ

　リル・トゥーロフスキイの『説教』にも、バースニャという語とともに列挙される禁

　止さるべき罰あたりな行為として、夢占い、各種の予兆、鳥の聞きなし、謎かけなど

　ここにあげたのとまったく同様のものがあがっていることである．さらに、バースニ

　ャという言葉における「呪術性」について想起。この言葉自体にも、呪文の意味があ

　る．『11－17世紀ロシア語辞典』を参照．

　（8〉r18－19世紀初頭の詩的スカースカ（ノヴェラ）』（詩人文庫、レニングラ

　ード、1969年）．N・ノヴィコフ編、前掲書．E・ポメラーンツェヴァ『ロシア

　昔話の運命』（モスタワ、1965年〉．

　（9）ノヴィコーフが発行したこの児童雑誌にっいては、藤沼貴「『心と理性のための

　子どもの読み物』1－3」『ソ連出版文化通信』1985年、4－6号。

（10）r！8－19世紀初頭の詩的スカースカ（ノヴェラ〉』．

（11〉N・ノヴィコフ編、前掲書．

（12〉B・ウスペーンスキイ『18－19世紀初頭のロシア文章語史一一カラムジーン

　の言語プログラムとその歴史的根源』（モスクワ、1985年）．

（13）トルビーツィン、前掲書．V・ヴィノグラードフ『17－19世紀ロシア文章語

　史』（モスクワ、1982年）．

（！4）V・コズローフ『ロシア古代のコロンブスたち』（モスクワ、1981年〉。

（15）この論争については、いわゆる「言語学史」ではごく簡単にふれられるだけで、

　これまでほとんど研究がされてこなかった．シシコーフを保守派、カラムジーンをプ

　ーシキンにつながる進歩派とする枠組みを前提としながらも、カラムジーンの、特に

　後半生の「国家奉仕」的側面を根拠とした把握が主流だった．しかし、そうした「政

　治主義的」理解で、この論争を十分に考察できないことは当然である．むろん、例外

　的な研究として、　　モルドチェーンコ『ロシア批評史』、さらにロートマン、ウス

　ペーンスキイによる「ロシア文化の事実としての／9世紀初頭の言語論争」（197
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　5年）などがあげられる．特に、後者はこの論争の「言語学的」のみならず「社会思

　想史的」考察をおこなっていて、ひとつの新しい方向を打ち出している．

（16）シシコーフの文中にある「粗野な、荒っぽい」grubyiをはじめとして「重

　々しい」「快い」「穏やか」「やさしい」といった言葉をてがかりとして19世紀初

　頭の文化的コンテキストを描き出そうとした試みが上であげたロートマン、ウスペー

　ンスキイの仕事である．

（17）A・スロニームスキイ『プーシキンの文章術』（モスタワ、1959年〉．

（18〉B・エイヘンバーウム「レールモントフ論」（1924年〉

（19）プーシキン「散文について」（1825年）

（20）アザドーフスキイ『ロシア民俗学史』第1巻（モスタワ、1958年）．同「プ

　ーシキンとフォータロア」『文学とフォークロア』（レニングラード、1938年）．

　後者にもとづいて書かれたと思われる中田甫「プーシキンに与えたフォークロールの

　影響について」（川レピン学院論叢2、康徳2年）は、この問題の全体を的確に知らせ

　てくれる。ただし、「国民性」「世界文学」の把握は不十分である．

（21）プーシキン『全集』

（22）同上．プーシキンの言語・文体観については、V・ヴィノグラードフ『プーシキ

　　ンの言葉』（モスタワ・レニングラード、1935年〉．同『プーシキンの文体』

　　（モスタワ、1941年）。

（23）G・マコゴーネンコ『1830年代のプーシキンの創作』（レニングラード、1

　　982年）。

（24）V・シタローフスキイはプーシキンの散文を論じる際に、戯曲家A・オストロー

　　フスキイの「民衆のために書くには、民衆がしゃべっている言葉によってではなく、

　　民衆がしゃべりたいと望んでいる言葉でもって書かなくてはいけない」という文章を

　　引いて、そうした言葉をはじめて使用したのがプーシキンであるとしているが、この

　　指摘は説得的である。また、シタローフスキイは、プーシキンの『大尉の娘』に描か
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　れた登場人物たちの発音が「庶民的ではなく、むしろアルカイック」であることを指

　摘している（シクローフスキイ『散文物語』（モスクワ、！981年〉に収録された

　　「プーシキン論」の「夢と願望の言語」）．

（25）プーシキンr全集』茅硫（lq為r紗．

（26）V・ネポムニャーシチイ「30年代におけるプーシキンの創作進化によせて」

　　『文学の諸問題』（1973年第11号〉．この「金の鶏の話」の「不可解さ」につ

　いては、小野理子「あなおそろしのシャマハの美女」『プーシキン再読』（創元社、

　　1987年）。

（27）ダーリの伝記としては、M・ベッサラプ『ヴラジーミル・ダーリ』（モスタワ、

　　1972年）、V・ポルドミーンスキイ『ダーリ』（モスクワ、1971年）、同

　　『生涯と言葉・ダーリ』（モスタワ、1985年）．日本語として、栗原成郎「ウラ

　ジーミル・ダーリ点描」『窓』9（1974年〉．プーシキンとダーリの交友につい

　ては、以上の文献のほか、詳細については、以下のものを参照のこと。L・マーイコ

　フ『フo一シキン．書誌的資料』（ペテルブルグ、1899年〉、『同時代人の回想に

　おけるプーシキン』第2巻（モスタワ、1974年〉、P・バルテーネフ『プーシキ

　ンに関する物語』（レニングラード、1925年〉、また、rプーシキン。晩年の書

　簡、1834－37年』（モスクワ、1969年）のダーリの項を見よ．

（28）P・メーリニコフ「ヴラジーミル・イヴァノヴィチ・ダーリ」『ダーリ全集』第

　　1巻（ペテルブルグ・モスタワ、1897年）

（29〉（27）にあげた文献の『同時代人の回想におけるプーシキン』に収められたダ

　ーリの回想。

（30）ダーリ「現代ロシア語についての一つ半の言葉」『ダーリ全集』第10巻。

（31）ダーリの言語観については、M・カンカーヴァ『言吾彙研究者としてのダーリ』

　　（トビリシ、1958年〉。ヴィノグラードフr17－19世紀ロシア文章語史概説』

　　（モスクワ、1982年〉。
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（32）ダーリの民俗学的・文学的仕事の全体については、Z・ヴラーソヴァ「ダーリ」

　　rロシア文学とフォータロア。19世紀前半』（レニングラード、1976年）。ダ

　ーリの「ロマンチシズム」の批判の一例は、チェルヌィシェーフスキイによっておこ

　なわれている．これについては、上記のアザドーフスキイ『ロシア民俗学史』を参照

　のこと。

（33）アファナーシエフの伝記としては、V・ポルドミーンスキイ『きみにお話しをし

　てあげようか』（モスタワ、1970年）が唯一だが、これは「言吾り手A・N・アフ

　ァナーシエフの生涯と仕事の物語」のサブタイトルが示すように、ひとつの「創作」

　物語である。ただし、中村喜和rアファナーシエフ略伝」r窓』21号（1977年〉

　は、コンパタトながらまとまっている。近年、伝記的事実が新たに解明されつつあり、

　本格的な「アファナーシエフ伝」が書かれることが予想される。

（34）この「著作目録」は『ルースキイ・アルヒーフ』1871年、1948－195

　　5ページ、に掲載されている．

（35〉J　u・ソコロフ「A・N・アファナーシエフの生涯と学問活動」『アファナーシ

　エフ・ロシア昔話集』全3巻（レニングラード、1936－40年）、第1巻、41

　　－42ページ。

（36）同上。

（37〉アザドーフスキイ匡ロシア民俗学史』．

（38）『ロシア・ウースチエのフォークロア』（レニ．ングラード、1986年）。この

　ほか、近年、シベリアにおける昔話をはじめとした各種フォークロアの採集活動が活

　発に展開していることを想起．

（39）本論文の補論256－261ぺ一ジ、を参照．

（40〉J　u・ロートマン「特殊な記号学的システムとしての日常行動」（1977年）

　　『タルトゥ大学紀要』第411冊．

（41）『サラrトフで集められたアネタドート200』（サラートフ、1992年）．
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（42）E・タールガノフ編『！8世紀末一19世紀初頭のロシアの文学的アネクドート』

　　（モスタワ、1990年〉。

（43〉シニャフスキイr思わぬ閃き」（パリ、1965年）。序章の注（5）（13）

　を参照。

第4章

（1〉小平武「ゴーゴリの雑色・雑多・蝟集性」『えうゐ』13（1990年）．

（2）N・ゴーゴリ『7巻作品集』第3巻（モスタワ、1977年〉。（横田瑞穂訳

　「肖像画」『ゴーゴリ全集』3、河出書房、1976年〉．

（3〉すぐれた版画研究者で歴史博物館研究員だった故A・サコーヴィチは、ルボーク

を単純にr民衆的（ナロードヌイ）」という限定語でもって説明・理解することに疑

問を投げかけている（「！7－18世紀のロシア木版画」『装飾芸術』、1971－

　10、33ページ）．この点は、さらに近年のT・ヴォローニナでも明らかである

　（q9世紀20－60年代のロシア・ルボータ」（モスタワ、1990年）、3－

4ページ）、この疑問は、要するに、この種の版画作品の流布（民間に広まっていた

ということ）と目的（「上からの」「ナロードのための」ルボークでないもの）の点

で、これまでのあいまいな「民衆的（ナロードヌイ）」ルボークをより緻密にとらえ

るべきという視点へと通ずるものである．筆者はそれに基本的に賛成であるが、問題

　となるのはその先であり、本章はその点をルボークの社会的生態・流布と研究史との

双方からなる学史という側面から考えようとするものである。

（4）ルボークの全容の簡単な紹介は、ロシア・ソビエトの各種百科事典での記述のさ

れ方もふくめて金光不二夫「ルボータ覚え書（1）」rなろうど』10（1984年）

でおこなわれている。
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　（5）0・バルジナ『ロシア民衆画』（モスクワ、1972年）、160－202ペー

　ジ。

　（6〉1・ザベーリン『16－17世紀ロシア皇帝の家庭風習』（モスクワ、1915

　年）、230ページ。

　（7）『ルボータ。17－！9世紀のロシア民衆画』（レニングラード、1984年）、

　7ページ。

　（8）サコーヴィチ『ヴァシリイ・コーレニの民衆版画本』（モスタワ、1983年）．

　（91A・パーンチェンコ『ピョートル改革前夜のロシア文化』（レニングラード、1

　984年）．

（10）M・アレタセーエヴァ「17世紀末一18世紀モスタワにおける版画取引とその

　管理」一一論文集『17－18世紀ロシアの民衆版画とフォータロア』（モスタワ、

　！976年）に収録．

（11）アレクセーエヴァ『ピョートル期の版画』（レニ．ングラード、1990年）。

（12）D・ロヴィーンスキイ『ロシア民衆絵画』全5巻（モスタワ、1881年）、第

　5巻、／61ぺ一ジ。

（13）坂内徳明「版画への視線」一一『ロシア文化の基層』（日本エディタースタール

　出版部、1991年）に収録．

（14）J　u・ロートマン「ロシアの民衆版画の芸術的性格」一一論文集『17－！9世

　紀ロシアの民衆版画とフォータロア』（モスクワ、1976年〉に収録．（桑野隆訳、

　同編『ロシア・アヴァンギャルドを読む』1984年）

（15）E・イートキナ『ロシアの手書きルボータ』（モスタワ、1985年〉、6－8

　ページ。

（16）この分野の古典的研究としては、T・グリッ他『文学と商業』（モスクワ、19

　　29年）、V・シクローフスキイ『マトヴェイ・コマローフ』（モスタワ、1929

　年〉であり．、それ以降、長らく研究がなかった．ようやく、L・プシカリョーフのモ
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　ノグラフ『エルスラン・ラザレーヴィチ物語』（モスタワ、1980年）のほか、コ

　マローフに関してはL・カメーディナの博士候補資格論文「マトヴェイ・コマローフ

　と18世紀大衆文学」（モスクワ、1984年〉のような成果が生まれている。

（17）ここ数年にチュルコーフ、バルコーフなどの作品テキストが相次いで出版されて

　いる．18世紀の出版文化の全体像はG・マーカー『1700－1800年ロシアに

　おける出版、印刷と知的生活の起源』（プリンストン、1985年）に詳しい。

（18）J　u・トィニャーノフ「文学的事実について」『レフ£1924年第2号．（水

　野忠夫訳「文学的事象」一一『ロシア・フォルマリズム文学論集遮2、せりか書房、

　　1982年）

（19）グリツ他、前掲書、11ページ．

（20）この問題をめぐる資料と論点の整理は、G・コメローヴァ『18世紀末一19世

　紀初頭ロシア民衆生活の場面』（レニングラード、1961年）に詳しい．また、特

　にこの問題を考察したJ　a・ブルークの『ロシア・ジャンルの源泉にて．18世紀』

　　（モスクワ、1990年）は、18世紀初頭から後半、末にかけてのロシア「風俗画」

　のジャンルの成立を実に丹念に、しかも鮮やかな間題意識とともに永年を費やしてま

　　とめた会心の仕事である．

（21〉」．Atkinson，A　Picturesque　Representa－

　　tion　of　the　Manners，Customs　and　Amuse－

　ments　of、the　Russians．Vo L1－3，London，

　　1812．さらに、イートキナ「！750年代のA・ダルシュテインのロシア版画シ

　　リーズ」『文化遺産．1981年』（レニングラード、1983年）、ならびに、上

　記のコメローヴァのモノグラフを参照のこと．

（22〉E・ガヴリーロヴァ「グラフィタス」一一『18世紀ロシア文化概観』第4部

　　（モスクワ、1990年〉。

（23）A・コルニ．一ロヴァ『アルバム絵の世界。18世紀末一19世紀前半ロシアのア
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　ルバム版画』（レニングラード、1990年）、21－65ページ．

（24）A・コロスチン『19世紀ロシア・リトグラフ』（モスタワ、1953年〉、1

　2ページ．

（25）『幻燈、あるいはサンタト・ペテルブルグのありふれた売り子、職人、その他庶

　民の商売人をそのいでたちのままに、人物と身分に応じたかけあいも交えて忠実な筆

　で描いた情景』（ペテルブルグ、1817－18年、ファクシミリ版、モスクワ、！

　988年）。

（26）こうした作品のアンソロジーとして『モスタワ生活ルポ』（モスクワ、1962

　年）、『過ぎ去ったモスタワ』（モスクワ、1963年〉を参照．

（27〉コロスチン、前掲書、17－44ページ．

（28〉A・プーシキン『全集』第8巻（モスタワ・ペテルブルグ、1948年。（神西

　清訳『大尉の娘』一一『プーシキン全集』4、河出書房、1972年）．

（29〉フo一シキン『全集』第8巻（1948年）、404ページ．

（30〉1・スネギリョーフ「ロシアの民衆画廊、あるいはルボーク」一一『祖国雑記』

　第12部、30号、1822年．

（31〉スネギリョーフの生涯と仕事の全体に関しては、現時点まであまり明らかでない

　が、さしあたっては、M・アザドーフスキイ『ロシア民俗学史』第1巻（モスクワ、

　　1958年）、S・トーカレフ『ロシア民族学史』（モスタワ、1966年〉を参照．

（32）スネギリョ「フ『モスタワ世界におけるロシア人のルボータ画』（モスクワ、1

　　861年）．

（33）O・フローモフ『19世紀ロシア・ルボータ画の史学史』（モスタワ、1991

　年）、9ページ。

（34〉例えば、上であげた1822年の論文で彼は、冬の夜に農民たちが「最後の審判」

　や「聖者たちの試練」といった宗教的ルボータの解説の説明に耳を傾ける「牧歌的」

　光景を紹介して、「善良な住人たちは聞き入り、この説明で生活上の悲しみを耐え、

22



　忘れることを学び、永遠の至福を強く期待し、永遠の苦しみを怖がる」と記す．この

　ように始まった民俗学的記述の最初のページが、すぐに、「官製ナロードノスチ」へ

　と「吸収」されていく過程が考察されなくてはならないだろう．

（35〉（33〉であげた文献．

（36〉V・ベリーンスキイ「1841年のロシア文学」一一『全集』第5巻（モスクワ、

　1954年〉．

（37）アザドーフスキイ、前掲書．

（38）『ロシアの本．186！－188！年濫第2巻（モスクワ、1990年）、23

　ページ。

（39〉Y　u・ゴルシコーフ「ロシアグ）ルボーク、マニュファクチュアから工場へ」一一

　　『本』第47巻（モスタワ、1983年）、！05－108ページ。

（40）1・ベロウーソフ「過ぎ去ったモスクワ」一一アンソロジー『過ぎ去ったモスタ

　ワ』（モスタワ、1963年）。

（41〉1・スィチン『本のための人生．過ぎ去った数ページ』（モスタワ、1985年〉

　　（松下裕訳『本のための生涯』図書出版社、1991年〉．なお、スィチンについて

　は、E・ディーネルシュテイン『1・D・スィチン』（モスタワ、1983年）のほ

　か、彼の出版活動50周年記念の論集『本のための半世紀』（モスタワ、1916年）

　　を参照。

（42）T・ヴォローニナ『19世紀20－60年代のロシア・ルボータ』（モスタワ、

　　！993年）、227－229ページ。

（43〉M・レームケ『19世紀ロシアの検閲とジャーナリズム概史』（ペテルブルグ、

　　1904年）、259－261ページ。ロヴィーンスキイ『ロシア民衆絵画』全5巻、

　　（1881年〉、第4巻、269ページ．

（44）V・チスチャコーフ「行商人の籠から．古い歌集」『愛書家文集』第14巻（モ

　　スクワ、1・983年〉．
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（45〉V・バザーノフ『フォークロアから民衆本へ』（レニングラード、1973年〉、

N・コパニョーヴァ「19世紀における民衆のための歌集」一一『ロシアの図書館と

その読者』（レニングラード、1983年）．

（46）C．A．Frierson，Peasant　Icons：Represen一

tations　of　Rural　People　ln　Late　！9th

　Century　Russia．Princeton，1993．
（47）1850年代末一1860年代の「民衆本」をめぐるブスラーエフ、ピーサレフ、
　プィピンらの「発言」と「議論」については、（45）のバザーノフの文献の第1章
　を参照．

（48〉1・ゴールィシェフ『作品集』第1巻（ペテルブルグ、！899年〉。このゴー
　ルィシェフという人物については、N・ルダコーヴァ「ムスチョーラにおける1・A
　　ゴールィシェフのリトグラフ工房」一一論文集『17－18世紀ロシアの民衆版画
　とフォータロア』（モスクワ、1976年〉。
（49）N・ネクラーソフ『3巻作品集』（モスタワ、1959年）．（谷耕平訳『ロシ
　アは誰に住みよいか』岩波文庫、1961年）．
（50〉この出版社の活動は1925年、ないし1935年まで続いた．については、と
　りあえず、青木明子「「ポスレードニク」社の事業とトルストイ、上下」『なろうど』

　16，17（1988年〉。
〈51）A・コトリャレーフスキイ「民衆のルボーク画による昔のロシアヘの見解」18

　56年一一『著作集』第1巻（ペテルブルグ、1889年）．F・ブスラーエフ「ロ
　シアの民衆本とルボータ出版」『祖国雑記』第88巻、1861年．ゴールィシェフ
　の論文は前掲書に収録．

（52）フローモフのアルヒーフ調査によれば、このアトラス版には4種類が存在すると
　という（フローモフ、前掲書、18ページ〉．
（53）ロヴィーンスキイ、前掲書。ただし、このルボータの場面がピョートルの葬式を

　描いたものではないか、という見解自体はすでに1822年時点でのスネギリョーフ
　にある．ただし、スネギリョーフは1861年の時点で縁、獅ずきだったイヴァン雷
　帝とのつながりについても言及している。また、ルボータを民衆郎μ一モアの作品と

　してとらえる傾向は、ロヴィーンスキイの同時代には特徴的であった（例えば、1・
　ハルラーモフ「ロシア民衆のユーモア」『ジェーロ』1881年第12号）。V・ス
　ターソフは、このルボークについてピョートルにたいする分離派教徒たちのカリカチ
　ュア表現であるとする民衆の声が1860年前後に存在したことを書き記している。
　そのことは、作品テーマ解読の問題とは別に、当時の社会におけるひとつの反応とし
　て重要と、思われる（スターソフ「D・A・ロヴィーンスキイ著作批評」『3巻著作集』

　ペテルブルグ、1894年）。
（54〉V・アダリュコーフ「ドミトリイ・アレクサンドロヴィチ・ロヴィーンスキイ」

　　r古き歳月』1916年、4－6月号．G・ヴズドルノフ『ロシア中世絵画の発見と
　研究の歴史。19世紀』（モスクワ、1986年）．
（55）革命までの時期の「大衆文学」の全体については、A・ブリューム「19世紀後
　半のロシア・ルボーク本」一一『本』第42巻（1981年）。」．B　r　o　o　k　s，

　Whe　n　Ru　s　s　i　a　l　earned　to　read．L　i　te　racy

　and　popular　literature　l861－1917．Prin－
　ceton，1985．
（56）この時期のフォータアートをめぐる諸問題については、さしあたって、新田喜代

　見『19世紀末一20世紀初頭ロシア絵画における民衆芸術の伝統の使用の諸問題』
　　（ロシア語、博士候補資格修得論文、モスクワ、1984年）。
（57）ヴァシーリイ・カンディンスキイは、1911年のある友人への手紙で次のよう
　に書いている．「私の永年にわたる夢は、出来るだけ古くてプリミティヴな（大蛇や
　魍魔、司祭などが描かれている）『最後グ）審判，liのルボークをトに人れることです．

　もしもあなたが、アプラクシン横町か市場でそづしたものに出くわしたならば、ぜひ
　とも私のために購入し、送く）て下さい1（V・コアトゥーン1カンディンスキイグ）N

　　I・クリビーンヘの手紙」ll’文化遺産、1980』レニングラード、1981年、
　407ぺ一ジ。彼のルボークとの関わりについては、さしあたって、伊東一郎1 カン
　ディンスキイの民俗学調査について」『民1竸赤f』2（1986年）．注目したいの
　は、同時代の西欧の画家たちがこうした「伝統的」作品を見るためには空間的・時間
　的に莫大な移動を必要としていたのにたいし、ロシアではつい目と鼻の先にある市場
　や街頭をうろつけばよい、という点である．さらに、今世紀初頭の看板やポスターを
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　はじめとした「都市フォータロア」については、N・バブーリナ『ロシアのプラカー

　ド。19世紀後半一20世紀初頭』（レニングラード、1988年〉。G・オストロ
　ーフスキイ「ロシアのヴィジュアル・フォータロアの本質について」『ソビエト民族

　学』1974年第1号．同「ロシアの看板」『芸術展望、78』（モスタワ、！97
　9年）．同「芸術史の間題としての18－20世紀初頭ロシア都市の民衆芸術文化」
　一一論文集『近世・近代芸術文化におけるプリミティヴとその位置』（モスクワ、1

　983年〉。G・ポスペーロフ『ダイヤのジャッタ。1910年代モスタワ絵画にお
　けるプリミティヴと都市フォークロア』（モスタワ、1990年）。
（58〉N・トプーリヤ「民衆〈新聞〉のページ」『文学修業』1990年第4号。
（59）S・タレピコーフ「ロシア民衆絵画におけるレールモントフとその作品」『文学

　遺産』第45－46巻（1948年〉．同「ロシア民衆絵画におけるネタラーソフと
　その作品」『文学遺産』第53－54巻（1949年）。同『ロシア民衆絵画におけ
　る1・A・クルィローフとその作品』（モスタワ、1950年）．同編握ルボータ．
　第1部、民謡』（モスタワ、1939年〉．F・ロギーンスカヤ『ソビエト・ルボー
　タ』（モスクワ、1929年）。これまでのルボーク研究にとってほぼ唯一とも言え
　るP・ベルコーフ編のビブリオグラフィ「ロシア民衆（ルボータ）絵画に関する文献
　書誌のための資料」『ロシア・フォータロア』第2巻（1958年）を参照のこと．
　ただし、先にあげたシタローフスキイ『マトヴェイ・コマローフ』や、ベルコーフの

　論文「18世紀大衆文学研究の間題によせて」『ソ連邦科学アカデミー紀要』193
　6年、第3号、のような、当時の階級分析主流の研究とは異なる方向をとるものもあ
　った。
〈60）論文集『近世・近代芸術文化におけるプリミティヴとその位置』（モスタワ、1

　983年）。
（61）『17－19世紀ロシアの民衆版画とフォータロア書（モスタワ、1976年）。
（62〉ロートマン「ロシアの民衆版画の芸術的性格」、（6！）にあげた文献に収録．
　　（桑野隆訳、同編『ロシア・アヴァンギャルドを読む』1984年）．
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立早終

（1）例えば、A・ブガーノフ『19世紀農民の記憶におけるロシア史と民衆意識』

　（モスタワ、1992年）。

（2〉M・グロムィコ『ロシア農村の世界』（モスクワ、1991年〉．

（3〉この論文は、論文集『正教とロシア民衆文化』（『ロシア民族学者』文庫、第1

冊、モスクワ、1993年）に所収．これは、彼女とS．クズネッォーフ、ブガーノ

フによる問題提起「ロシア民衆文化における正教：研究の方向」（『民族学評論』1

993年第6号〉を受けた成果である。

（4）T・ベルンシュターム『伝統的民衆文化の認識と研究における新たな展望』（キ

エフ、1992年）の第3講義を参照．

（5）The　Semiotics　of　Russian　Cultural
H　i　s　t　o　r　y（C　o　r　n　e　l　l　U　P．，1985）の序文。

（6〉J　u．ロートマン『文化と爆発』（モスクワ、1～）92年〉。

（7）「農村派」については、安井亮平「土と記憶と和」『ヨーロッパ文学研究・特集

号』（1988年〉、同「く農村派〉の文学者とペレストロイカ」『ソ連農業の歴史

　と現在』（木鐸社、1989年〉。レフ・グミリョーフに関しては、井上紘一「リェ

　フ・グミリョフのエトノス論について」『スラブ研究センター研究報告シリーズN　o．

　52週（1994年〉、安井「民族はどこから来てどこへ行くか一一グミリョーフの

　「激情の理論」」月刊百科1994年8月号、同「レフ・グミリョフをめぐってあれ

　これ」『ロシア史研究』53、同号には、実証派歴史家の栗生沢猛夫のグミリョフ批

判も掲載されている．「ユーラシア主義」にっいては、栗生沢「『東方への脱出』一

　一ユーラシア主義の成立」『日本とロシア』（1987年〉、同「一ユーラシア主義

　者のロシア民族・文化論」『ロシアと日本』（1990年）．さらに、米重文樹「司

馬遼太郎氏にお廿る仔ロシアの特異性』 一ユーラシア主義との接点」r言語文化研
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（8）前世紀末から今世紀前半の「忘れられた思想家」のコムミズムについての概略は、

　論文集『ロシア・コスミズムにおける学問理解』（モスタワ、1992年〉によって

　知ることができる．

（9）上記の（4）を参照．以下の叙述で「人間学」と訳したのはa　n　t　h　r　o　p　o－

　10g　yのロシア語である。この語が伝統的に「形質人類学」の意味しか持たなかっ

　たこと、それを補うのがロシア文化記号論であったことの指摘については、序章でふ

　れた．そして、ベルンシュタームも、1920－40年代のM・バフチーン、V・プ

　ロープ、0・フレイデンベルグ、L・ヴィゴーツキイらの仕事を「人間学派」として

　まとめ、現代では、例えば歴史家のA・グレーヴィチの「歴史の中の人閻」と題され

　た論文（『オディセイ』N　o．1，1989年〉の中に「文化に対する『人間学的』

　視点」のあることを指摘する．こうしたa．n　t　h　r　o　p　o　l　O　g　yへの過剰なまでの

　期待と思い込みについての是非はここではふれない．むしろ、その事実の指摘にとど

　めたい。

〈10〉例えば、『ソビエト民族学』誌に掲載された次の論文を参照。R・ジャルィルガ

　シーノヴァ「ソビエト民族学における民族的自意識の理論」（1987年第4号）、

　V・フィリーポフ「ロシアの民族的自意識の研究史から 1（1991年第1号〉．さ

　らに、論文集『ソ連邦と外国諸民族の民族学研究のヒストリオグラフィ』（モスクワ、

　1989年）に所収のL・ラシューク「ロシア民族学の形成の諸問題」．

（11）B．Russel　l，The　Practice　and　Theory　of
　B　o　l　s　h　e　v　i　s　m．　L　o　n　d　o　n，1920．（河合秀和訳『ロシア共産主義』

　みすず書房、1990年〉．さらに、書簡の中の次の言葉を参照．「私はロシアが好

　きになれない自分を叱った、ロシアは力強い創業の特徴をことごとく具えている．こ

　の国は、醜く、野蛮ではあるが、建設的エネルギーと自分がっくりつっあるものに対

　する信念にあふれている」（アラン・ウッド『ラッセルー一情熱の懐疑家』みすず書

　』房』1968年）
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AHWKCT M .A . .TypqklH B. C . /cocT. 

. . . B OKPecTHOCT~X MOCKBH. M . 1979 
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OT co~bKJropa K Hapo~Ho~ KHure. ~. , 1973. 

Ba~aHnvlH ;L M . 

M~~0JrorwqecKa~ mKo~a B PyccKora ~o~bKJrop~cT~Ke. M . , 1988. 
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PaccKa3H o nymKWHe . ~ . , 1925. 
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Ero )Ke 
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　　　　　PyccKa刑y60qHa月KHMraBTopo鯉o』oBMHH19B．KHHra．T．42．洗，198L

BoraTHpeBH．r
　　　　　ΦyHKuHHHau麹。HaπbH。r。K。cT冊MaBM。PaBcK。必C五。BaK四．一B。nP。cHTe。p四

　　　　　Hapo双Horo図ccKyccTBa．　拠．，197L

BpO且CK賄慧．
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　　　　　飢．，　1992．

Byc五aeBΦ　M．
　　　　　OpycヒKMxHap。且HHxKHMrax剛6。qHHxM3員aHM月x．OTeqecTBeHHHe3an“cK”．
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　　　　　1962．
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l993．

BpeMeHH曲ycTaBPPO．CHB．，1845．
B只．3eMCK噸H　A。
　　　　　　Pa3r。B。凶e瓢州3八aTe』eM拠K』acc”K。M．。．一一C。qMHeH照．T2．M．，1982．

raB脚。BaE．照．
　　　　　　pyccK回疏　pMcyHoK　　18　B．　Jl，　1983．

Ee取e
　　　　　　「paΦ隔Ka一一　〇qepKM　PyccKoの　Ky涯bTypロ　18　BeKa。　　q．4．　爪　．，　1990、 29
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